
「日本学術会議 in つくば」公開講演会

持続的かつレジリエントな道筋への移行
趣旨説明

国立研究開発法人
防災科学技術研究所

林 春男



公開講演会タイトルはどこから来たのか

「我々は、世界を持続的かつレジリエントな道筋に移行させる
ために緊急に必要な、大胆かつ変革的な手段をとることを
決意している。」

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の前文

“We are determined to take the bold and transformative 
steps which are urgently needed to shift the world onto 
a sustainable and resilient path.” 

”Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable Development” Preamble
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2015年に国連が公表した3つのアジェンダ
災害リスク
低減

仙台防災枠組

持続可能な
開発 SDGs 気候変動適応パリ協定

(COP21)

• Coherenceの実現にはレジリエンス（Resilience）が不可欠
• 相互に関連しあったリスク（Systemic Risk）の理解には科学技術が大きい役割

Coherence
（統合的達成）

3月

９月 12月
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Drought
Earthquake
Extreme temperature
Flood
Fog
Glacial lake outburst
Landslide
Mass movement (dry)
Storm
Volcanic activity
Wildfire

1970年代以降気象災害が急増している

EM-DAT

洪水

防風雨雪

☆

☆
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相互に関連しあうリスク（Systemic Risk）
地球温暖化がもたらすさまざまなリスク

http://www.jccca.org/ipcc/ar5/wg2.html

人間の
安全保障
Well-being

SDGs

水不足

インフラ停止
海面上昇

豪雨/洪水

熱波

食料不足
海洋

陸上

地球
温暖化 旱魃・砂漠化

極端気象

多様性喪失

長期影響化石燃料
大量消費

産業
革命

人口増加

都市化

民族
自決

第2次世界大戦後の急激な変化

気候変動適応 災害リスク低減
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出典：国連人口基金駐日事務所ホームページ

産業革命を契機とする人口増加
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1950年を契機にCO2の排出量も格段に増えている
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https://shizen-hatch.net/2021/11/09/population-change/

世界平均気温（年平均）の推移
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DDR, CCA, & SDGsの調和的な推進のための知の統合
-システミックリスク・グローバルリスク

災害リスク
低減

環境適応 共創の推進

物質文明の進展

自然環境保全

質の高い暮らし

水・食料・エネルギー
の確保

公平公正な社会

SDGs
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機
能

100%

時間

(事業中断）
脆弱性

災害による
被害発生

復旧時間

をもとに作成

頑丈に
Robustness

多重に
Redundancy

資源豊かに
Resourcefulness

素早く
Rapidity

回復力向上

予
防
力
向
上

災害レジリエンスの向上
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All for One, One for All
レジリエンスは個人、コミュニティ、社会という

３つのレベルで成立し、相互に関連する

コミュ
ニティ

社会

個人

対人的なつながりを持つ人々の集まり
家族・親戚・企業・地域コミュニティ・
属性コミュニティ・財産コミュニティ等
互助・共助

法制度や税によって成り立つ非人格的な存在
国家・都市・インフラストラクチャ・構造物
公助

不可分な存在としての人間
自助



ⒸHARUO HAYASHI 20221001 13

プログラム
司会進行：三枝 信子（日本学術会議第三部会員、国立研究開発法人国立環境研究所 地球システム領域 領域長）
開会挨拶：梶田 隆章（日本学術会議会長）
主催挨拶および趣旨説明：林 春男（日本学術会議連携会員、国立研究開発法人防災科学技術研究所理事長）
基調講演：三村 信男（茨城大学地球・地域環境共創機構特命教授）
話題提供者

パネルディスカッション
モデレータ：小池 俊雄（日本学術会議第三部会員、国立研究開発法人土木研究所水災害・リスクマネジメント国際

センター（ICHARM）センター長、東京大学 名誉教授、政策研究大学院大学 連携教授）

閉会挨拶：森口 祐一（日本学術会議連携会員、国立研究開発法人国立環境研究所・理事、東京大学名誉教授）

環境・開発 防災・減災

市民活動 島田 幸子
（関東地方ESD活動支援センター)

澤野 次郎
（災害救援ボランティア推進委員会委員長)

行政の取組 向後 昌弘
（佐倉市企画政策部長）

藤光 智香
（つくば市政策イノベーション部長）

民間企業の取組
安部 大介

（株式会社ウェザーニューズ常務
執行役員・リスク管理主責任者）

相澤 益男
（日本防災産業会議会長)

学術分野の取組 日下 博幸
（筑波大学計算科学研究センター教授）

岩波 越
（防災科学技術研究所研究主監）
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